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　この「はすだっこ人権通信」は、毎月何人かの教員が、

人権・同和教育に関する情報や、個人の思い・つぶやきな

どを発信します。読んだ方の人権意識の高まりや、新たな

発見があればと思います。ぜひ、ご家庭でお子さんと一緒

にご覧いただき話題にしてみてください。また、ご意見・

ご感想等があれば右記フォームまでお寄せいただけると喜

びます！
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「忘れ物」
　私は自分でも言うのもなんですが「忘れ物名人」です。この前も万博に行くのに携帯電話を忘れて慌てて電車から降りまし
た。教室でもしょっちゅう「なーい。」と言っては探し物をしています。親切な大勢の子どもたちが「この中じゃありません
か。」などと言って一緒に探してくれます。ああ、どうして私はこんなにいろいろなことを忘れるんだろう…と探す時間の無
駄にがっかりすることがあります。しかし、かれこれ25年くらい前にあることに気が付きました。「ああ、いやだなあ。」
と思うようなことに出くわした時、意外と一晩ぐっすり寝るとポロっと忘れてしまってることがよくあることに気付きまし
た。それってなんか私得してない？と思ったのです。そしてよくよく考えるに、それは私の「いろいろなことをすぐ忘れ
る。」という特性のためだと思いました。忘れることも悪い事ばかりじゃありません。嫌なことがいつまでも残らないという
のは結構幸せです。
　自分が嫌だなあと思っているデメリットな部分も、案外生きるのに役立っているかもしれません。また、他の人の嫌な面っ
てよく見えるものですが、それも取りようによっては「それは想定していなかった。」と楽しめる一面にもなるのではないで
しょうか。同じことでもデメリットもあればメリットもあるのです。表裏一体とはよく言ったものですね。 　　
                                                                                                                                                                              加納　佳子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「自分のとくちょうを生かす」
　みなさんは、自分の見た目や格好でマイナスなイメージを持たれたことはありますか？私は何度もあります。特
に髪質のことですが、パーマをかけたわけではなく、生まれつきのくせ毛です。
　しかし、「パーマあててワルやな」と言われたり、いやなあだ名をつけられたりすることもありました。それで
傷つくこともありました。ある時、友達が「その髪の毛めっちゃええよな！」と言ってくれて、くせ毛を生かす方
法をたくさん教えてくれました。私はそのアドバイスをもとに、この髪質に合う髪型にしてみたり、初めて会う人
と話す時には、生まれつきの「天然パーマ」と言うことを話題にしたりして、自分のとくちょうを生かすようにし
てきました。そのおかげで、自信が持て、よりたくさんの人と話すようになりました。今では、くせ毛でよかった
な！と思います。
　みなさんも、自分のとくちょうを良い方に生かして生活することにチャレンジしてみてください。
                                                                                                                                 室之園　大和　

「理解学習」
  ６月に全学年で『ちがいを認め、よさに気づける』ための理解学習に取り組みました。これは『人はみんな「得意」「苦
手」があって、ちがいがあるのは当たり前のこと』、『自分に合った学び方で学ぶことが大事で、学び方は違っても友だちを
大切にしよう』という考え方がベースにあります。授業後に、こども達はこんなことを書いています。「人はみんな、得意な
ことと苦手なことがあって、それぞれにがんばっているんだな。」「一人一人違うことに深い意味はないと思っていたので、
びっくりした。」「『にこにこ学級が何であるのかな？』と思っていたから、教えてくれてよかった。」「通級指導教室やに
こにこサポート、ほっとルームのことが分かってよかった。」「みんなが安心して勉強ができる教室にしたい。『差別やいじ
めをしない』と思った。」等々。
　一人一人がかけがえのない大切な存在✨正しい情報やお互いの思いを知って、認め合ったり支え合ったりすることを大切
にして過ごしていきましょう。授業で考えたことをおうちで話題にしてみましょう。　　　　　　　　　　　　　
                                                                                                                                                                               山崎　美香
　


